
 暖かい季節となり、太陽の光を求めて街を歩く方々が増えてきたように思います。これと同時に、ケベ

ック州に於いても日本関係の行事がたけなわとなってきています。各行事には、地元の方々が多数訪れ、

日本文化に対する関心の高まりを日々感じています。 

そのようななか、まずは、ビロン・ケベック州国際関係大臣の訪日から始めたいと思います。 

 

●ビロン・ケベック州国際関係大臣訪日 

6月 21日から 25日にかけて、マルティーヌ・ビロン・

ケベック州政府・国際関係・仏語圏大臣兼女性の地位担

当大臣が訪日されました。ケベック州発表によると、日

本はケベック州にとって重要なパートナーであるだけ

でなく、インド太平洋地域における足がかりとなる市場

の一つであり、同州の経済安全保障と繁栄を確保するた

め、輸出市場の多様化を積極的に推進し続けていくとの

ことです。期間中、同大臣は、大阪・関西万博を視察さ

れカナダ館でケベック州文化を紹介されました。 

また、6月 23日には、英利アルフィヤ外務大臣政務官を表敬されました。会談では、英利政務官から、

日本とカナダは、基本的価値を共有するインド太平洋地域の重要な戦略的パートナーであり、日本を含

むアジアとの経済関係の強化に取り組んでいるケベック州との関係を更に強化していきたい旨述べまし

た。これに対し、ビロン大臣から、日本との協力を更に進展させていきたい旨の発言がありました。英利

政務官とビロン・ケベック州大臣は、日・ケベック協力を強化するとの観点から、人的交流や経済関係を

含む幅広い分野について意見交換を行い、今後、一層協力していくことを確認しました。 

このほか、同大臣は、姉妹都市関係にある京都府の西脇知事・荒巻府議会議長、横山大阪市長、小見山

経済産業省通商政策局審議官とも面会されました。また、同大臣は、同州のビジネス関係者や日本で事業

を展開中の同州企業関係者とともに、クリエイティブ産業、エネルギー、環境分野などに関する、日本と

の貿易促進を目的とした経済関係の会合にも参加したとのことです。 

 

●ケベック州記念日式典 

関連して、これに先立つ、18 日、ケベックシティにて、私は、恒例

のルゴー州首相夫妻主催のケベック州記念日レセプション（Fête 

nationale du Québec）に出席しました。打ち解けた雰囲気の会場で、

ルゴー州首相夫妻や、日本訪問を控えたビロン国際関係・仏語圏省大

臣、ドランヴィル教育大臣等とくつろいだなかで話を交わすことがで

きました。州政府閣僚、州政府幹部、公企業関係者、各国総領事、名

誉領事等が多数出席し、首相のスピーチのあとは、皆さんが和気藹々

と懇談したり、楽団の演奏するケベック民謡を楽しんでいました。国

際関係省含めケベック州政府のおもてなしに感謝します。 

 



●「エスパス・ジャポン」 

18 日、ラヴァル大学図書館長のガウティ氏とお会いしました。こ

れは、同大学図書館が、1993 年以来、図書館内に建ててくださった

和室（名称は、当初は Carrefour Japan、その後、Espace Japon に

変更）にて、茶道や書道等の日本文化をケベック市民に紹介するこ

とができたことに感謝するためでした。このスペースは、図書館建

物の安全対策のための改築の必要から、残念ながら昨年秋に閉鎖さ

れることとなりましたが、この和室での長きにわたる活動が日本文

化を多くの方面に拡げたことと思います。ガウティ館長や図書館関

係者の方々のこれまでの貢献に深く感謝いたします。 

 

●6月 5日から 8日まで「Yatai MTL」が開催され、初日に髙久首席領事が開会式に出席しました。また、

髙久首席領事は、日本で事業を行うケベック企業を含む当地のビジネス関係者等と懇談し、日ケベック

関係について意見交換しました。日本の夏祭りの雰囲気を模した会場には、書道、服飾・着物、文房具、

アクセサリー、お茶、日本酒、調味料、各種日本料理、スイーツなど、多くの屋台が軒を並べ、連日来場

者でにぎわいました。当館はブース出展を行い、日本の観光案内や、日本文化、JETプログラム、国費留

学生制度などを紹介しました。 

  

 

●外交青書 

日本の外務省が発行している外交青書は、国際情勢の推移及び日本の外交活動をとりまとめたもので

す。1957年 9月の第 1 号以来、毎年発行されており、最新版は 2025年版です。この原稿を書いている時

点では外国語版は英語要旨のみですが、今後、英語全文版、仏語要旨版が発行される予定です。日本外交

の歩みを知っていただくための参考になれば幸いです。 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/bluebook/index.html 

 

＊上記の他にも、日本やカナダの様々な方や団体の関係者と意見交換などをすることができ、大変有意

義な１か月でした。 

＊本メッセージは仏・英語にても、メルマガ読者に配信しています。 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/bluebook/index.html

